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測部 深 石 比 塑
度 油 重 化定位 差 比 率
（n1） （m） 重 差 （PV〕
一50 O．88750 ⑪．023O．046100 ．．910
110 ．86530 ．O1i ．034140 ．876
195 ．855
3δ ．010 ．029230 ．865一
310 ．83720 ．O03 ．010330 ．839
360 ．826
35 ．012 ．034395 ．838









































































































































































































































































































　　　　　　～　　 　 　、 　　　」　　　　　　　　　　　　　絶…蒙ヰ垂董と急斜　　　　　　　　　　　　B沃遮ノ　　鱗1
　上言己の事に蓮開して，比重背斜と構造背斜についてそ
の産油量を比較してみる島（第4圖及第7圖比較参照）
比重背斜の軸に近い油井の坊が構造背斜のそれより産油
量が多い傾向が見出せる。特に北孚地域において）但し
毒狭量は初日量漉量10日間拝均で示したため，これが眞
の石油集中量を正確に示す屯のではないが，統計的には
この傾向を指摘し得るものと鰺える。
　（4）法則性の適用限界及量用性
　以．止：述べ來った石油比重に倒する法則性は勿論雄物川
油田についての研究であって，如何なる油田に於て屯通
第　2　號
用するかどうかは今後の研究にまたなければならない
が・理論的には少くとも干原油田叉は地表の凹凸が油暦
深斐に甥して相勤的に小さな油田では通用㌃るものと期
待してい孔特に最近日本で多くの籏油をみる平原油田
の開襲に際しては衣の如き利用法が考えられる。印多暦
採油の場合石油比重によって，主採油暦を判定し，叉比
重背斜が鶴造背斜に比して・琵油量が大であるとゆう傾
向があるならば，開講途．ヒの油困に於て，新坑井位置を
選定する場合，比重背斜を見出㌃事によってより産油量
大なる坑井位置を選定し得るであろう。そして比重の測
定はコア採集や電氣検暦に較べて簡躍に行へる馳はこの
事の賞用性を示唆する。ものである。
　　　　　　　　1・後　　　富
　今後積討すべき問題として・比重減少率の不連績面が
八橋凝灰岩の下面に存する馳や（第5躍参照）比重背斜
と構造背斜のrずれ」の理由等興味ある事費を撃げる事
が出來るb更に本論文における石油比重に閲する法則性
を，各地の油田において検識し，その適用限界を明確に
して，一般的法則にまで襲展せしめたいと考えている。
これ等の法則性が一般的法則に襲展せしめられるならば
前述の油田開襲，及坑井位置の合理的選定による議油量
増加の利用慣憤を期待するものである。
　最後に本研究を實施するに欝って，いろいろ御指導，
御助言をいただいた布石秩固鉱業所の中澤地質課長及鴨
折高校の森下教官に末筆乍ら感謝する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　（1947年5月）
季刊地表科事（民主主義科學者協曾地學鰯鎧研究部省編）
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